
毎週火曜日は、昭和大学病院 第２外科講師（乳腺専門医）澤田晃暢先生が
乳腺外来を担当します。

・

マンモグラフィと乳腺超音波検査の結果は、診察当日に結果をお知らせします。・

夜７時まで診察しています。
(乳腺外来は平日午後6:00受付終了、土曜日は午前のみ)

・

初診の方は電話にてご連絡ください。・

院長 柏瀬立尚

レントゲン検査・心電図・超音波検査・血液検査・尿検査・マンモグラフィ・
乳腺超音波検査（エラストグラフィー診断装置）・骨塩定量検査

水曜日午前、昭和大学病院 乳腺外来勤務

毎週火曜日は、昭和大学病院乳腺外科講師（乳腺専門医）
澤田晃暢先生が乳腺外来を担当します。

東急大井町線 荏原町駅より徒歩40秒
東急大井町線・東急池上線 旗の台駅より徒歩5分

〒142-0053 東京都品川区中延5-7-5 石田ビル2階

乳房のエックス線撮影のことで、マンモグラフィと呼ばれます。
マンモグラフィは乳がんを診断する検査方法のひとつです。
乳房を片方ずつ、圧迫しながら撮影します。
上下方向と左右方向を各1枚ずつ、合計４枚撮影します。

触診ではわからないような小さなしこりを見つけます。
しこりの場所を正確に特定でき、必要であれば超音波で画面を見ながら、しこりの中に
細い針を入れて細胞を採り、良性か悪性かの診断ができます。
当院では,最新技術組織弾性イメージング「Real Time Tissue Elastography」を導入している

ことにより、超音波で、良性か悪性かの予測ができます。


